
 

 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型）03 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和５年４月７日  

学校名：県立麻生支援学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（２月 16 日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

・自立と社会参加

を目指し、キャリ

ア教育の視点で小

学部から高等部ま

で連続性・一貫性

のある教育課程を

編成し実践・評

価・改善を図る。 

 

 

・ＩＣＴ機器等の

有効活用を推進

し、専門性の高い

教育活動を実践す

る。 

①各学部の授業実

践を通して、児

童・生徒の年齢や

発達段階に応じた

「社会とかかわる

力」を育成する。 

 

 

 

 

②ＩＣＴ機器を活

用した「つなぐ」

をキーワードとし

た授業の事例を蓄

積し、関係者間で

共有できる環境を

整える。 

 

①各学部は、社会と

かかわる力を育てる

観点を授業づくりに

盛り込む。 

校内研究では、そ

れぞれの学部の障害

や発達の段階から取

り組むべき内容や具

体的な手立てを整理

する。 

②各学部は、児童・

生徒の実態を踏まえ

て、ＩＣＴ機器を活

用した授業を行う。 

離れた場所の児童・

生徒同士で合同の授

業を行う際に、ネッ

トワークを活用した

授業を実践する。 

①授業づくりにお

いて、社会とかか

わる力を育成する

具体的な手立てを

講じることができ

たか。 

 

 

 

 

②ＩＣＴ機器を活

用し「つなぐ」を

キーワードとした

授業を行ったか。 

また、ネットワー

クを活用して校内

の児童・生徒の学

びのつながりを実

践したか。 

①社会とかかわ

る力を育むため

の授業につい

て、各学部で大

事にしたい取組

を「成立、広が

り、深まり」と

いう枠組みで整

理できた。 

 

②麻生校舎内の

学部間交流、麻

生校舎と児童生

徒の自宅をつな

いだ授業、虹ヶ

丘小学校と麻生

校舎をつないだ

授業を実施し

た。 

①「社会とかかわ

る力の育成」とい

う大きな目標を共

有して、職員同士

で話し合う良さを

再認識した。 

アイデアを教科等

の授業に活用でき

るとよい。 

 

②前年度に比べて

取組は進んだが、

十分に認知されて

いないことが課題

である。 

①コロナ前に戻すの

ではなく、新しいも

のを取り入れて進め

ているのがよい。 

模擬投票など、大人

になって社会の一員

となった時に必要な

学習をしっかりとす

すめてほしい。 

 

②保護者アンケート

では、ICT 機器の問

いに「わからない」

という回答が多くあ

った。今後は、外部

への発信について考

えていくことが必要

である。 

①社会とかかわる力

を育てる授業実践が

できた。 

職員が自主的に同僚

性を発揮して研究開

発していくことで、

ポストコロナの教育

活動の充実を図りた

い。 

 

②ＩＣＴ機器を活用

した授業の事例を蓄

積できた。 

これまでの取組を継

続し、その様子をよ

り多くの方に知って

もらえるよう工夫し

ていきたい。 

①感染症対策が今後

緩和されることを見

据えて、コロナ前に

戻すではなく、学校

目標の達成のため

に、職員のアイデア

をベースにした教科

等の授業に活用でき

る情報収集と整理が

必要と考える。 

②今後は、ＩＣＴ機

器を活用した授業の

外部への発信や参観

等を通じて校内外で

認知度を上げ、取組

の充実を図ることが

必要と考える。 

２ 
児童・生徒

指導・支援 

・児童・生徒一人

ひとりのニーズに

応じた個別の指導

と集団の指導両方

を関連付けた授業

実践、児童・生徒

支援・教育相談を

組織的に行う。 

①−１特別支援学

校における自立活

動教諭や栄養士等

を生かした指導等

の充実を図る。 

①-１支援連携、指導

推進グループは、各

学部における専門職

を生かした指導等の

現状を把握し、校内

で情報共有を図る。 

①-１各学部にお

ける専門職を生か

した指導等の現状

を把握し、校内で

情報共有したか。 

①-１摂食指

導、車椅子の調

整、姿勢保持、

書字、楽器の操

作、学習課題の

設定等の改善に

つなげた。 

①-１障害の重度化

に対応した指導技

術等の向上と、ア

レルギーについて

職員の理解を深

め、安全な体制の

充実を図ることが

課題である。 

①-１多様な職種が

かかわるのは良い。

重度化と言われるが

軽度と言われるケー

スのこともしっかり

考えていく必要があ

る。 

①-１校内の多職種

が協働し、指導と支

援の改善が進んだ。 

様々な教育的ニーズ

に応えられるよう、

職員の研修を充実さ

せたい。 

①-１摂食指導や認知

発達などの理解を深

めるため、研修等の

充実を図る。アレル

ギーについて職員研

修を行い、日々の教

育活動における安全

体制を検証する。 

①-２医療的ケア

児のニーズを踏ま

えて、スクールバ

スによる登校を開

始する。 

①-２実施に向けて、

保護者等への説明を

行う。 

保護者等と相談しな

がら検討を進める。 

スクールバスによる

登校を開始する。 

①-２医療的ケア

児のニーズを踏ま

えてスクールバス

による登校を開始

したか。 

①-２保護者対

象の説明会を実

施し、個別に意

向を確認する機

会を設けた。 

①-２対象となる児

童・生徒の保護者

への周知が十分で

はなかったことが

課題である。 

①-２医療的ケアの

通学支援について

「わからない」とい

う回答が、保護者、

教員とも多い。 

①-２スクールバス

による登校にはつな

がらなかったが、次

年度は福祉車両によ

る通学支援開始を見

据え、丁寧に情報提

供や相談を行うこと

が必要である。 

 

①-２医療的ケア児の

通学支援について、

保護者への周知を丁

寧に行い、地域の関

係機関の協力を得な

がら、実施に向けて

取り組むことが必要

と考える。 



 

 

 
視点 

４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（２月 16 日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・

支援 

・一人ひとりの発

達の段階に応じた

進路指導・支援を

行い、将来の自立

と社会参加を実現

するために必要な

力を育成する。 

 

①-１児童・生徒

が社会貢献できた

と実感できる授業

を行う。 

 

 

 

 

①−２コロナ禍に

おける、進路指

導、進路学習、進

路相談を工夫し、

一人ひとりがより

よい進路選択を行

える状況を整え

る。 

①-１社会貢献につな

がる授業を抽出し、意

味づけるとともに、児

童・生徒がより実感で

きるよう授業改善を図

る。 

 

 

①−２感染症対策のた

め、見学や相談などに

制限がある際に、代替

手段を工夫する。 

①-１社会貢献に

つながる授業を行

ったか。 

児童・生徒の自己

肯定感、自己有用

感を高める取組が

行えたか。 

 

①−２見学等に制

限があった場合の

代替手段を工夫

し、進路選択に必

要な情報提供がで

きたか。 

①-１他者との

かかわりを意図

的に設定したこ

とで取組が充実

し、児童・生徒

が手ごたえを感

じていることが

うかがえた。 

①−２生徒と保

護者が一緒に施

設見学したこと

で、進路選択の

イメージの共有

がすすんだ。 

①-１コロナ禍で制

限されていた、地

域で学ぶ授業の実

施の意義を再認識

し、その取組の充

実を図ることが課

題である。 

 

①−２社会の動向や

生徒のニーズ、

様々な障害の状況

を踏まえた進路学

習の内容や方法の

見直しが必要と考

える。 

①-１地域での清掃

活動は、自分の活動

が社会につながって

いるという考え方で

大切である。 

 

 

 

①−２在学中に放課

後等デイサービスを

利用している児童・

生徒の卒業後の生活

について、情報提

供、情報共有が必要

である。 

 

①-１社会貢献を実感

できる授業を行うこ

とができた。今後は

地域の自治会等との

関係を大切にして、

授業の充実を図りた

い。 

 

①−２進路選択を行え

る状況を整えたが、

進路相談について

は、関係機関と引き

続き情報共有を行い

つつ、児童・生徒の

実態に合わせた学習

の充実を図りたい。 

①-１近隣の施設等の

清掃や製品販売、作

品展示などを通じ

て、地域で学ぶ本校

の授業の意味づけを

行い、その充実を図

ることが必要と考え

る。 

①−２感染症対策をふ

まえて企業や福祉施

設の見学や体験がで

きる進路学習を充実

させることにより、

よりよい進路選択に 

つなげる。 

４ 
地域等との

協働 

・共生社会の実現

に向け、学校と地

域住民との協働に

よる活動を展開す

る。 

 

①−１共生社会の

実現に向け、広報

活動や地域の活動

への参画を通して

本校の取組の理解

を進める。 

 

①−１本校が作成する

情報誌の内容と情報

提供先を見直し、広

報の充実を図る。 

地域の防災訓練等に

参加するなど、地域

防災に貢献する。 

①−１情報誌の内

容や提供先等を改

善したか。 

地域防災の取組に

参画し、地域に役

立つ情報発信を行

えたか。 

 

①−１地域での

学びや地域の活

動への参加、地

域住民対象のイ

ベントなど、学

校紹介が充実し

た。 

①−１学校の様々な

取組を地域貢献の

視点でとらえなお

して意味づけるこ

とで、内容や方法

の充実を図る必要

がある。 

①−１広報誌に関し

ては、タイトルを工

夫して「みんなが何

を知りたいか」とい

う視点を持つことが

大切である。 

①−１地域とつなが

り、本校の取り組み

の理解は進んだが、

学校目線だけではな

く、地域の方々の視

点から学校の取組を

見直していきたい。 

①−１広報誌に地域の

自治会のイベントや

大学等で行っている

実践等を紹介するな

どして連携し、授業

や情報提供の充実を

図る。 

①−２共生社会の

実現に向け、地域

の小中学校及び高

等学校への学校コ

ンサルテーション

を行い、地域の特

別支援教育の充実

を図る。 

①−２学校コンサルテ

ーション実施後、対

象校の改善状況をア

ンケート等により把

握し、学校コンサル

テーションを充実さ

せる。 

①−２本校が行っ

た学校コンサルテ

ーションについ

て、対象校の取組

に変化が見られた

か。 

①−２依頼校の

コーディネータ

ーと丁寧な打合

せを行い、学校

コンサルテーシ

ョンを効果的に

進められた。 

①−２当事者とその

関係者がその地域

で必要とする情報

にアクセスしづら

い状況にあること

が分かった。 

①−２学校教育法第

74 条にそった取組と

して、学校コンサル

テーションは大切で

ある。 

①−２学校コンサル

テーションにより地

域特別支援教育の充

実を図った。関係機

関マップを作成する

など、さらに地域の

小中学校等に役立つ

情報提供を行ってき

たい。 

①−２本校及び地域の

小・中・高校に在籍

する、支援を必要と

する子どもの教育に

役立つ、福祉や行政

など地域の関係機関

マップを作成する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・教職員の人格的

資質・専門性の向

上を図る。 

 

 

 

 

 

・生徒と向き合う

時間を確保するた

めに、組織的な学

校運営と校務の効

率化を図る。 

①児童・生徒が安

全に安心して学べ

るための、丁寧な

かかわりや環境整

備について、職員

間で協議をとおし

て理解を深める。 

 

②業務改善を行

い、働き方改革を

推進する。 

①「年齢に応じた対

応」、「安全な学習

環境」等のテーマを

設定し、職員間で協

議を行い、適切な対

応について理解を深

める。 

 

②各職員は、業務遂

行に当たっての課題

と改善策を随時提案

し、改善を図る。 

①児童・生徒への

丁寧で適切な対応

のスタンダードを

作成できたか。 

 

 

 

 

②職員は業務改善

の提案を行った

か。また、提案を

受けて改善した

か。 

①職員が相互理

解を深めなが

ら、丁寧で適切

な対応のスタン

ダードを作成し

た。 

 

 

②アンケートや

点検報告、集計

などの業務の電

子化により効率

化が進んだ。 

①職員間の対話を

大切にした、人権

意識の情報が流れ

続ける職場づくり

を行うことが必要

と考える。 

 

 

②業務改善が進ん

だ点はあるが、さ

らなる改善が必要

である。 

①未定稿のスタンダ

ードは生の声が感じ

取れた。人とかかわ

る仕事は感性が大

切。感性を育ててい

くことと対応をよく

していくことが基本

となる。 

②業務改善は特定の

時期ではなく直面し

たものは随時やって

いくとよい。 

①スタンダードは、

様々なニーズがある

児童・生徒にいろい

ろな視点から意見を

出し合ってきた。教

員の学びにつながる

とよいと考える。 

 

②電子化による業務

の改善を行った。

日々の業務に取り組

む中で、職員が気付

き、職員が改善に取

り組める体制を整え

るとよい。 

①丁寧なかかわりの

スタンダードの実践

検証や、不祥事防止

点検等を、年間を通

して計画的に行うこ

とにより職員の意識

を高める。 

 

②全ての職員が働き

方改革に参画しやす

いよう、校内ネット

ワークを整備するな

ど、業務改善につな

がる提案ができる仕

組みを整える。 
 


